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はじめに

このガイドの使用方法
このガイドでは、電話機で使用可能な機能の概要について説明しています。電話機の機能について確

実に理解するには、このガイドをよく読んでください。次の表に、よく使用される項目を示します。

目的 操作

電話機について調べる ヘルプが必要な場合は、  を押してください。 

タッチスクリーンをクリーニング

する

P. 2 の「タッチスクリーン ディスプレイの使用とクリーニング」

を参照してください。

安全情報を参照する P. 4 の「安全および使用における情報」を参照してください。

電話機を接続する P. 7 の「電話機の接続」を参照してください。

設置後に電話機を使用する P. 10 の「電話機の概要」を参照してください。

ボタン ライトの意味を調べる P. 10 の「ボタンとハードウェア」を参照してください。

タッチスクリーンについて調べる P. 14 の「タッチスクリーンの機能」を参照してください。

コールを発信する P. 21 の「コールの発信」を参照してください。

コールを保留にする P. 21 の「コールの発信」を参照してください。

ミュートにする P. 28 の「ミュートの使用」を参照してください。

コールを転送する P. 29 の「接続コールの転送」を参照してください。

会議コールを発信する P. 31 の「会議コールの使用方法」を参照してください。

電話番号を共有する P. 37 の「共有回線の使用」を参照してください。

電話機をスピーカフォンをとして

使用する

P. 44 の「ハンドセット、ヘッドセット、およびスピーカフォン

の使用方法」を参照してください。

音量レベルまたは呼出音を変更す

る

P. 46 の「電話機の設定のカスタマイズ」を参照してください。

短縮ダイヤルを設定する P. 49 の「短縮ダイヤル機能の設定」を参照してください。

不在履歴を表示する P. 52 の「履歴およびディレクトリの使用」を参照してください。
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タッチスクリーン ディスプレイの使用とクリーニング
Cisco IP Phone 7970G には、高解像色のタッチスクリーン ディスプレイが備わっています。タッチスク

リーンの保護および保守に関するベスト プラクティスにおける推奨事項については、次の表を参照し

てください。

目的 操作

タッチスクリーンの項目

を選択する

タッチスクリーンの項目を指で押すか軽くたたきます。デバイスや道具

でタッチスクリーンを押さないでください。電話機のタッチスクリーン

は、指で押すように設計されているため、道具を使用すると画面に傷が

つくおそれがあります。

タッチスクリーンを無効

にする

ディスプレイボタンを 1 秒以上押します。ディスプレイボタンが緑色に

点灯して、スクリーンに「タッチスクリーンが無効です」メッセージが

表示されます。タッチスクリーンは、すぐに有効にしない限り、約 1 分

間無効になります。

タッチスクリーンを有効

にする

ディスプレイボタンを 1 秒以上押します。ディスプレイボタンの点灯が

とまり、スクリーンに「タッチスクリーンを使う」メッセージが表示さ

れます。

タッチスクリーンをク

リーニングする

タッチスクリーンを無効にしてから、クリーニングしてください。タッ

チスクリーンを無効にしたら、柔らかく乾いた布を使ってタッチスク

リーンを拭いてください。液体や粉末を電話機につけないでください。柔

らかく乾いた布以外のものを使用すると、電話機の部品が痛み、故障の

原因となる可能性があります。

タッチスクリーンを明る

くする

朝、またはシステム管理者によって決められた非アクティブ時間の後、最

初に電話機を使用するとき、タッチスクリーンのバックライトが無効に

なっている場合があります。これは、コンピュータのスクリーンセーバー

と同じ、スリープ モードです。タッチスクリーンを明るくする、または

有効にするには、任意のボタンまたはタッチスクリーンを押すか、ハン

ドセットを持ち上げてください。
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その他の情報の入手先
WWW 上の次の URL から、Cisco IP Phone の最新資料を入手することができます。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm

シスコの Web サイトには、次の URL からアクセスしてください。

http://www.cisco.com/

また、シスコの Web サイトの各国語版へは、次の URL からアクセスできます。

http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

Web 上での電話機のカスタマイズに関する詳細情報

Cisco IP Phone は、社内の他のネットワーク デバイス（コンピュータを含む）と情報を共有できるネッ

トワーク デバイスです。Cisco CallManager の［ユーザ オプション］Web ページを使用すると、コン

ピュータで電話機サービスの設定およびカスタマイズと、電話機の機能および設定の制御を行うこと

ができます。このガイドでは、これらの機能の概要について説明します。詳細な手順については、『Web

での Cisco IP Phone のカスタマイズ』を参照してください。このガイドは次の URL で入手できます。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm

http://www.cisco.com
http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/c_ipphon/index.htm
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安全および使用における情報

電話機の設置および使用

次の安全上の注意事項をお読みになってから、Cisco IP Phone の設置と使用を始めてください。

警告 安全上の重要な注意事項

「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取

り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策をとるよう努

めてください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告 必ず、取り付け手順を読んでから、システムを電源に接続してください。

警告 この製品を廃棄処分する際には、日本国の法律および地方自治体の条例または規則に従っ

てください。

警告 雷の発生中は、システムでの作業、またはケーブルの接続や取り外しを行わないでくださ

い。

警告 感電事故を防ぐために、安全超低電圧（SELV）回路を電話網電圧（TNV）回路に接続し

ないでください。LAN ポートには SELV 回路があり、WAN ポートには TNV 回路があり

ます。一部の LAN ポートと WAN ポートはいずれも、RJ-45 コネクタを使用しています。

ケーブルを接続する場合には、注意してください。
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注意 インライン電力回路は、通信ケーブルを介して電流を供給します。シスコが提供するケー

ブルまたは 24 AWG 以上の通信ケーブルを使用してください。

警告 電源装置は屋内に設置する必要があります。

外付け電源装置の使用

次の警告は、Cisco IP Phone を外付け電源装置と使用する場合に適用されます。

警告 この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が敷設されていることが前提になっ

ています。各相導体（すべての通電導体）に 120 VAC、15A（日本および米国）、または

240 VAC、10A（前記以外の国）以下のヒューズ、または回路ブレーカーが使用されてい

ることを確認してください。

警告 この装置は、TN 電源システムを使用して動作するように設計されています。

警告 プラグとソケットは常に手を伸ばして利用できる状態にしておく必要があります。これ

は、プラグとソケットが主要な切断装置であるためです。

注意 この製品では、シスコが指定する電源装置だけを使用してください。
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Cisco IP Phone での外部デバイスの使用

次の情報は、Cisco IP Phone で外部デバイスを使用する場合に適用されます。

シスコでは、不要な Radio Frequency（RF; 無線周波数）および Audio Frequency（AF; 可聴周波数）が

シールドされた高品質の外部デバイス（スピーカ、マイクロフォン、およびヘッドセット）の使用を

推奨しています。

これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他のデバイスとの間隔によっては、雑

音が入ることもあります。その場合は、次のいずれかの方法で対処してください。

• RF または AF の信号源から外部デバイスを離す。

• RF または AF の信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。

• 外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、シールドおよびコネクタが高品質のケー

ブルを使用する。

• 外部デバイスのケーブルを短くする。

• 外部デバイスのケーブルに、フェライトまたは同様のデバイスを適用する。

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、コネクタの品質については制御できないため、システム パ

フォーマンスを保証することはできません。良品質のケーブルおよびコネクタを使用して適切なデバ

イスを接続すると、十分なシステム パフォーマンスを得られます。

注意 欧州連合諸国では、EMC Directive [89/336/EC] に完全に準拠した外部スピーカ、マイクロ

フォン、ヘッドセットだけを使用してください。 
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